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 まだ残っている学校トイレの改修を急いで行う
 国道20号バイパスの路線バス増便を
 三沢八幡神社隣の斜面緑地の乱開発はストップを
 落川地域に学童クラブの新設を
 市立第四幼稚園の廃園反対、存続を求める
 都市計画を守り住民参加で北川原公園整備を
「ごみ焼却場は30年で撤退」の約束を守らせる市民の声をち

からに

三期目へ挑戦
！

ちかざわ美樹プロフィール
　1964年茨城県ひたちなか市生まれ。
　中央大学経済学部卒。大手花卉会社を
出産のため退職後、新日本婦人の会日野
支部事務局として学校給食民間委託スト
ップ、市立病院産科再開の運動を行う。
　2014年日野市議会議員選挙で初当選。
大学の卒業論文テーマは「女性差別」。
ジェンダー平等の願いは子どものときか
ら。植物が大好き。

　
北
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東
京
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ま
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。
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。
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上
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出
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。
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い

き
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す
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chikamiki222@gmail.com
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ちかざわ美樹の活動地域
百草、新井、石田、万願寺、上田、
宮、大字日野、落川、高幡（京王線
北側）、三沢の一部、三沢1・2丁目

　明るい日野　2022年1・2月号外　日本共産党日野市委員会の見解を紹介します。
　　　　　　　日野市石田421ー 11ヴィラ石田202　小林功一　電話  042-582-0505　FAX  042-843-3212　

ちかざわ美樹のお約束
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に
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学
校
の
ト
イ
レ
整
備
の
問
題
を
何
度
も
議

会
で
取
り
上
げ
、
は
じ
め
は
孤
軍
奮
闘
だ
っ

た
の
が
、
今
で
は
市
議
会
の
多
数
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と
な

り
ま
し
た
。
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島
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発
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毎
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「
原
発
い
ら
な
い
行
動
日
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は
百
回
を
超
え
ま
し
た
。

「こんにちはちかざわ美樹です」
毎週、活動報告を発行して277号

ちかざわ美樹の情報発信



ちかざわ美樹さんがいる
「日本共産党」について

雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も
負
け
ず

東
に
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病
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お
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ば
、
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連
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持
続
化
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付
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も
ら
え
る
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う
に
お
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し

太
陽
の
よ
う
に
温
か
く
、
あ
ら
草
の
よ
う
に
ね
ば
り
強
く
、
誰
に
も
分
け
へ
だ
て
な
く
寄
り
添
い

「
力
を
合
わ
せ
て
政
治
を
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る

そ
れ
が
私
た
ち
の
「
ち
か
ち
ゃ
ん
」
、
ち
か
ざ
わ
美
樹
さ
ん
で
す
。
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小
林
幸
子

　みなさんはSNSで「#困ったときには共
産党」という言葉を見かけたことがありま
すか？これは生活苦やトラブル等で困った
際に、日本共産党の人に相談をすると支援
や解決へ繋げてくれたという話がネット上
で広がり、コロナ禍以降、特に拡散される
ようになったものです。
　その言葉通り、日本共産党は「国民の苦
難軽減」を立党の精神として国会や都議
会、また、ちかざわ美樹さんのように各市
区町村議会あるいは草の根で、毎日頑張っ
ています。
　今年はなんと党創立100周年。戦前から
一貫して平和と民主主義を訴え、世の中の
不平等を無くし、だれもが自由に生きられ
る社会を実現するため、今も努力を続けて
います。
　日野市でも、現在５名の党市議団が、市
政の不正追及をはじめ、国保料の値上げ阻
止やコミュニティバス等公共交通の充実な
ど、地域のみなさまの切実な願いを議会へ
届け、実現するために全力をあげていま
す。
　今後もより暮らしやすい日野市をつくっ
ていくために、日本共産党の５人が絶対に
必要です。どうぞお力をお貸しください。
　そしてもしお困りごとがありましたら、
いつでも日本共産党へご相談ください。

焼却施設は『30年で撤退』の約束守れ

「ごみ焼却施設は30年で石田から撤退」と
言いながら市の計画では「次期施設の場所
決定は令和23年（20年後！）」。

「30年を環境保全協定に明記せよ」「今す
ぐ3市協議を始めよ」と要求しています。

（左から）大高哲史、ちかざわ美樹、わたなべ

三枝、岡田じゅん子、中野あきとの日野市議団

　2015年、北川原公園にごみ搬入路を
整備する計画が持ち上がり工事が始ま
りました。
　1日平均238台ものごみ収集車が通る
道路を公園内に作るなんて、都市計画
法に反していると批判し、繰り返し議
会で取り上げ撤回・是正を求めてきま
した。

　東京高裁は12月15日、「大坪市長が北
川原公園に法律が定める手続きをとらず
に、ごみ収集車の専用路を建設したことは
都市計画法違反」と住民勝利の判決を下し
ました。

　市長の違法行為について判決は「住民の
利害調整が困難であるという政治的配慮」
によるものとし、「住民合意」の形成を投
げ捨てた市長を厳しく断罪しました。

ごみ問題　4年間で12回の一般質問

水銀排出に抗議。情報公開と対策を要求

　新施設から基準値を超える水銀を3回も
排出、しかも１回目の公表は10日も過ぎ
てから。
　稼働を停止し事故原因を究明するこ
と、情報公開と対策を要求しています。

都市計画を守って水と緑の公園の整備を

　下水処理施設を受け入れた地域住民へ
の感謝を込めて計画された北川原公園。

　ごみ搬入路は公園内を通さず、バイパ
スから直接アクセスできる道路をつくる
べきと提案、都市計画法違反の是正を求
めています。

地裁・高裁でも住民が完全勝利

ちかざわ美樹は
市民の声を届けます


